
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
お
け
る
伝
統
主
義
的
連
邦
主
義
対

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

i
l
l
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
出
乱

i

|

ハ
ラ
ル
ド
・
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(
佐
々
木
り
つ
子

訳
、、ー/

lま

じ

め

本
稿
は
ナ
チ
ス
時
代
に
追
求
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
形
を
検
討
す
る
試
み
で
あ
る

r

し
か
し
、
ナ
チ
ス
時
代
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
わ
れ
力
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

通
常
と
ら
れ
て
い
る
庁
法
と
は
異
な
る

杭
例
的
に
ナ
子
ス
時
代
の
ナ
、
ン
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
は

「
ナ
チ
ス
朝
刊
向
隊

(
S刊行

川
ぶ
」

の
ア
ナ
ト
ミ

i
、
す
な
わ
ち
犯
却
的
拙
裁
体
制
で
の
行
政
ー
と
此
治
の
同
ほ
し
た
日
常
の

仕
事
と
巧
み
に
レ
ッ
テ
ル
を
恥
ら
れ
て
い
る
も
の
と
関
連
付
け
て
研
究
さ
れ
て
き
た

こ
の
体
制
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
杭
紛
の
引
い
か
け

(
1
)
 
岡
山
口
崎
市
担
問

c
m
o
p
h
v町
可
抗
九
止
め
お
む
円
(
恒
向
ロ
ロ
ル
門
町
一
関
片
岡
三

-
2・
H
句
、
べ
中
)
・

町
内
山
岡
自
己
思
守
Z
H
H
切
H・2
H
M巾
F
N
)
芯
〉
足
九
時

C
2
5
h
門
出
向
可
巧

2
2
ミ
d
可
均
句
、
宮
守
口
H
Y
N
ロ
門
凶
吋

2
)

( 

つナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
お
け
る
い
い
品
川

i
A的
住
川

1
災
対
一
ブ
一
7

イ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

ヶ
ソ
/
ン
J
/

ユ
ミ

P

ト



筑
波
法
政
第
二
十
七
日
万
(
一
九
九
九
)

が
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頻
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す
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っ
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か
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の
行
政
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批
判
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な
評
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と
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て
、
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な
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い
か
け
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必
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あ
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点
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し
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リ
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リ
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主
義
に
変
容
す
る
形
で
、

劇
的
に
失
略
し
、

同
徐
に
民
族
の
自
治
と

7
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仙
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は
一
九
↓
四
年
ま
で
に

「
ハ
ブ
ス
ブ
ル
グ

近
帝
lιi 

の
中
で
や
は
り
劇
的
に
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
c

ほ
か
の
場
合
も
、

第
一
次
計
一
界
大
戦
を
境
に

「
緊
密
な
連
合
」
や
連

祁
主
鋭
の
要
求
は
大
兆
円
愉
国
の
中
で
停
ιH‘
す
る
か
先
送
り
に
さ
れ
た

あ
る
い
は
い
出
ア
フ
リ
カ
連
邦
の
よ
う
に
意
図
し
な
い
結
果
を
引
き

ず
っ
た

v

機
能
主
義
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
い
え
は
、
第
一
次
叶
一
界
大
戦
は
社
会
的
正
義
の
維
持
と
同
内
の
社
会
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デ
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取
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。
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す
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ヨ
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ず
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、
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れ
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。
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追
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す
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伐
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史
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粗
暴
な
雄
弁
さ
が

必
要
な
ら
ば
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
者
と
の
戦
い
と
、

る
人
々
の
開
に
す
で
に
存
荘
し
て
い
た
合
意
を
加
熱
し
て
い
っ
た
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「
ド
イ
ツ
民
族
」
統
-
の
た
め
の
、

武
器
を
と
る
こ
と
に
対
す

一
九
‘
五
年
以
内
伎
、
そ
の
よ
う
な
戦
闘
に
対
す
る
民
衆
の
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応
が
哀

え
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と
と
も
に
、
ブ
ロ
パ
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ン
デ
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っ
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う
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受
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ブ
ロ
イ
ス
は
川
家

の
下
に
あ
ヴ
川
市
力
は
あ
る
悶
家
か
ら
他
の
国
家
に
移
動
し
た
り

あ
る
い
は
自
ら
の
裁
量
で
制
家
に
換
え
る
権
限
を
有
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
誌
諭
し
た

し
か
し

被
は
一
八
六
六
年
に
ハ
ノ
!
バ

i
、
ヘ
ッ
セ
ン
ナ
ソ

i
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
ブ
ロ
シ
ャ
王
闘
に
併
含
さ

れ
た
ケ

i
ス
刊
に
生
じ
た
上
う
に
、
そ
の
よ
う
な
格

h
が
も
は
や
岡
家
と
み
な
さ
れ
な
い
よ
う
必
要
上
国
家
を
他
の
国
家
の
中
に
吸
収
す
る

9
-

こ
と
は
、
吸
収
さ
れ
た
同
友
が
位
以
を
決
定
す
る
権
限
を
失
う
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
他
方
、
プ
ロ
イ
ス
は
国
家
迎
行
に
お
い

て
は
各
メ
ン
バ
ー
国
が
棟
以
を
決
定
す
る
権
限
を
保
持
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
同
家
の
地
位
を
変
え
る
こ
と
な
く
悶
家
が
同
家
連
行
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
て
い
た

似
の
見
解
で
ほ

八
六
七
年
の
「
ゴ
ヒ
ト
イ
ツ
出
家
連
合
」
と

八
七
一
年
の
ペ
ド
イ
ツ
帝
国

の
形
成
は
ま
さ
に
そ
の
ケ
l
ス
で
あ
っ
た

こ
の
後
V
刊
の
均
台
、
そ
れ
yH
山
河
川
家
を
兼
ね
備
え
て
い
た
川
家
連
合
と
し
て
存
夜
し
た

レ

か
し
、

フ
ィ
ッ
リ
ブ
・
ツ
オ
ル
ン
や
オ
ッ
ト

1
・
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
現
代
の
拡
倖
且
家
と
引
な
打
、
ブ
ロ
イ
ス
は
彼
が
磯
察
し
た
よ
与
な

が
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
型
に
配
列
さ
れ
た
国
家
と
い
う
‘
4
4

由
一
一
一
性
の
特
徴
を
有
す
る
事
実
が
百
主
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
点
を

ね
に
明
記
し
な
か
っ
た

そ
の
代
わ
り
彼
は
述
郎
同
家
の
存
在
が
聡
叱
的
な
発
展
を
遂
げ
る
主
体

J

に
あ
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
み
な
し

Tこ

端
的
に
言
え
ば

ブ
ロ
イ
ス
は
皮
肉
な
よ
と
に

山
連
河
川
京
、
ト
体
に
組
み
込
ま
れ
た
き
ま
ざ
ま
に
何
件
、
な
る
政
治
的
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十
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九
九
九

一泊

意
思
の
独
立
主
義
を
交
け
入
れ
た
単
一
主
義
的
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
℃
あ
っ
た
。
一
そ
の
よ
う
な
独
し
げ

の
去
向
、
き
の
点
明
は
、

‘
A
 

H

川、
I
1
1」

ノ

Jl¥

年
と

4

九
一
二
年
的
日
目
肱
法
に
の
っ
と
っ
た
一
ド

f
ツ
帝
剖
」
内
部
の
間
ょ
一
本
と
「
常
国
」
民
放
と
の
共
和
マ
あ
っ

ブ
ロ
イ
ス
は
こ
の

よ
う
な
複
雑
さ
を
統
合
さ
れ
た
結
合
的
民
放
同
z

家
の
理
論
を
通
じ
一
、
緩
和
し
よ
う
と
し
売

改
の
川

J

論
は
連
邦
、
ヒ
，
去
を
一
地
じ
、
「
ド
イ
ツ

常
国
」

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
点
、
王
を
い
た
く

ナト|

の
独
立
主
義
に
適
応
さ
せ
る
に
役
立
っ
た
が
、

そ
れ
は
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
何
時
代

は
は
ぽ
無
視
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
第
一
次
大
後
後
国
王
の
退
位
と
と
も
に

新
た
に
構
接
さ
れ
る
凶
家
か
結
合
的
民
族
同
家
を
成
す
ベ
さ
で
あ
る
と
い
う

耐
久
求
に
ば
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
抵
抗
は
次
第
に
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ブ
ロ
イ
ス
は
一
九
一
九
年
の
ワ
イ
マ

i
ル
志
什
抗
日
々
京
を
作
成
す
る

責
任
者
と
な
っ
た
。
「
ド
イ
ツ
帝
国
ー
一
内
部
の
υ
さ
ま
ざ
ま
な
主
権
州
に
確
定
さ
れ
て
い
る
独
立
主
義
的
な
政
治
的
意
思
の
多
桜
性
は
、
ド

イ
ツ
の
あ
ら
ゆ
る

一
結
合
体
」

の
民
主
的
正
総
性
の
似
則
と
い
う
援
い
の
下
に
ワ
イ
マ

l
ル
誌
法
に
正
式
に
九
記
入
さ
れ
た

「
民
族
統
二

追
求
の
方
向
を
完
全
に
妨
害
し
敵
対
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ

民
族
の
多
様
性
改
保
存
さ
れ
、
「
州
」
は
そ
の
名
を
(
戸
w
p
r円
と
い

、
っ
形
で
)
保
持
し
帝
国
の
ふ
ー
で
小
川
況
模
の
領
土
に
恨
さ
す
権
限
を
持
叱
続
け
た
が
、
ブ
ロ
イ
ス
は
新
た
に
「
ド
イ
ツ
帝
同
」
を
情
成
す
る

も
の
は
単
」
の
民
族
国
家
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
国
家
と
し
て
の
地
杭
を
独
占
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
確
作
一
寸
べ
く
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
払
っ
た
c

ワ
イ
マ

i
ル
出
法
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
州
は
も
は
や
主
権
を
持
た
ず
、
「
ド
イ
ツ
帝
同
」
は
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
を
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宣
一
古
川
し
て

ν
G
か
っ
た

も
っ
と
も
、
競
争
に
よ
る
し
弘
法
の
よ
う
な
、

連
邦
組
織
の
あ
る
原
則
は
効
力
を
似
ち
つ
づ
け
て
は
い
た
が
の
そ

の
よ
ろ
な
州
は

「
民
践
の
も
っ
と
も
高
い
可
能
制
い
じ
小
あ
る
結
苛
的
文
化
的
成
果
」

を
推
進
す
る
任
務
手
-
持
つ
機
能
的
な
地
域
行
政
単
位
で

あ
っ
た

凶
ト
ト
を
有
す
ゐ
こ
と
が
よ
の
よ
う
な
川
内
中
心
的
な
特
徴
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、

向
け
決
権
に
従
い

常
に
帝
国
政
府
の
コ
ン
ト

し、f_1

lま i
と yレ
iザ!の
角1(0 も
でと
あに
つお
たι か

山 iし

そ
れ

υ) 

J.-

て

「州
L

鋲
士
一
の
境
界
献
を
一
え
が
れ
わ
れ
う
る
規
定
を
判
判
定
す
る
附
に

ぷ
法
は
常
に
な

こ
の
よ
う
な
規
定
は

ブ
ロ
イ
ス
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

が
そ
の
権
限
を
決
定
す
る
権
限
を
失
い

ゆ
え

に
憲
法
に
よ
っ
て
明
確
に
説
争
に
よ
る
立
法
が
許
可
さ
れ
て
い
る
範
同
を
除
け
ば
、

依
存
し
た
権
限
で
あ
る
点
を
則
ら
か
に
し
た
。

常
国
政
府
に
匹
敵
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

一
札
属
し

し
か
し
、

治
合
川
町
同
家
構
築
の
子
段
と

L
て
の
連
邦
主
義
は
ワ
イ
マ

i
ル
憲
社
で
も

s
a

さ
れ
続
げ
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
民
族
」
と
は

山
村
族
」
を
結
ぶ
綜
合
的
一
引
ん
一
山
和
総
体
」
で
あ
る
と
↑
叫
述
さ
れ
て
い
ゐ

憲
法
の
条
文
に
現
定
さ
れ
、
ブ
ロ
イ
ス
の
コ
ー
ホ
ラ
テ
イ
ズ
ム
は
け
イ
マ

i
ル
共
和
同
時
代
の
憲
法
忠
担
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支
配
す
る
法
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教
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基

墜
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な
っ
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ツ
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フ
・
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統
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し
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た
c

ブ
ロ
イ
ス
同
機
、

(
，
刀
ノ
九

ス
メ
ン
ト
ほ
悶
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
当
日
吋
が
村
落
、
問
、
都
市
共

(
お
)

(
出
)

(
お
)

者
2
5
R
g
g
t
z
t
oロ
'
〉
ユ

Z.

者
2
5尽
き
S
E
E
g
p
〉
片
付
夕
呂
温
巳

L
N
J
Z

。
向
。
句
一
山
口
古
三
戸
町
h
h
h
c
L
U可
町
民
的
♂
白
色
お
め
円
2
2
1
2
v
a
コ
ミ
忠
実
出
足
弓
勺
ぬ
ミ
~
5
h
N
N
~
之
内
、
へ
宮
内
町
三
込
町
お
め
窓
口
ミ
与
3
v
(叶
ロ
ゲ
回
口
白
石
H
M

冨
C
何
回
司
忌

ω。
)
(
岡
山
市
内
広
ロ
ロ
内
山
訟
仲
間
三
日
ロ
ロ
⑦
部
門
け
い

n
Z
2】
ロ
門
目
。
勺

mg割
印
豆
、
日

J

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
お
け
る
伝
統
、
王
義
的
迷
邦

i
λ
刻
↑
ブ
デ

f
カ
ル
な
寸
シ
j

ナ
リ
ズ
ム
(
ク
一
ノ
イ
ン
、

、メ、

一

[



筑
波
法
政
第
ム
・
十
七
日
ヴ
(
一
九
九
九

J

肉
体
か
A

勺
一
州
」
(
糠
法
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け
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F
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)
、
帝
一
同
一
政
府
の
レ
ベ
ル
に

ν
た
る
統
台
裏
主
の
ド
か
ら
上
へ
の
い
」

九お

る
と
信
じ
て
い
た

F

ー
ノ
ル
キ
ー
を
形
成
す

こ
の
よ
う
会
見
解
の
結
果
、

ス
式
ン
ト
は
ブ
ロ
イ
ス
と
何
様
、

「
付
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ド
こ
菅
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パ
小
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比
れ
な
で
た
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「
帝
国
」

の
維
持
、

あ
る
い
は
拡
張
に
向
け
て
の
経
民
的
、

主
化
的
責
献
に
応
じ
て
詳
細
う
れ
ゐ
べ
き

あ
る
と
主
張
し
た

」
の
上
J

に
当
時
の
、
ヲ
ペ
じ
て
ブ
ロ
イ
ス
の
議
論
に
続
く
誌
法
思
想
の
第
-
叢
的
な
社
山
川

J

は
、
浦
九
兆
七
義
的
独
江
主
去
の
伝
統
を
い
杭
企
さ
れ
た
民
族

の
石
川
会
組
織
体
し
に
統
合
す
る
ご
と
で
あ
〉
た
。

ワ
イ
マ

i
ル
審
法
と
そ
れ
を
知
ら
し
め
る
法
的
教
義
い
か

ら
れ
た
連
邦
主
義
の
伝
統
を
坊
め
、

↓
八
四
九
年
以
後
、

‘
九
階
一
紀
ド
イ
川
ノ
両
国
の
あ
ら
ゆ
る
選
法
に
祭
り
上
げ

ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
は
完
今
に
述
邦
主
義
を
排
除
し
た
わ
北
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

イ
y
民
舷
精
神

長
き
市
民
意
識

ん
で
い
た
こ
と
に
抗
日
す
る
れ
は
重
裂
で
あ
る
、

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
へ
の
地
徳
教
育
、

似
人
的
職
業
的
信
頼
性
」

を
促
進
す
る
日
襟
を
明
示
的
に
示
す
条
文
を
台

こ
の
よ
う
ド
ワ
イ
マ

i
ル
定
法
改
ブ
ロ
イ
ス

ω
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3
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を
前
し
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お
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ゆ
え
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ナ
チ
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憲
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話
出
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し
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い
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は
ナ
チ
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ム
が
治
闘
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支
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す

る
規
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枠
組
み
そ
与
え
た
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で
あ
ヴ
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l
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共
和
国
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期
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び
ナ
チ
ス
時
代
初
期
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け
る
戦
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的
単
一
主
義
と
し
て
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
民
連
邦
主
義
が
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
同
以
後
、

ナ
チ
ス
の
子
で
た
だ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
点
は
、

以
上
の
二
平
つ
の
範
晴
、
憲
法
理
論
、
立
法
手
続
き
、

ナ
チ
ス
政
党
お
よ
び
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
あ
る
証
拠
に
見
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だ
さ
れ
る
c

一
、
態
法
理
論

一九…一

η
年
代
に
お
い
て
す
で
に
ナ
チ
ス
志
法
用
命
の
よ
り
戸
市
い
唱
道
者
の

4

人
で
あ
っ
た
の
が
、
オ
ッ
ト

1
・
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー

-¥可、ご
A

H

し
l

J

】

む

十

2
ノ

F
ノ

j
l
ノ

1
1

ょん
T

で
あ
り
、

ハ
レ
、
ィ
エ
ナ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
舶
、
に
そ
の
技
授
で
あ
っ
た
が
、
役
者
に
彼
は
」
九
一
一
必
会
二
年
か

ら
退
官
し
た

A

九
五
二
年
ま
で
奈
職
し
た
。

ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
問
山
本
統
九
日
の
理
論
に
強
く
反
対
の
立
場
に
丘
っ
て
い
た
。

彼
は
ス
メ
ン
ト

が
十
州
し
を
「
常
時
」

の
構
成
準
仲
い
と
み
な
す
点
を
諜
り
マ
あ
る
と
議
論
し
た

代
わ
っ
て
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は

コ
常
国
」
が
ま
ず
い
以
初
に

こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
従
属
す
る
行
政
単
位
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
上
か
ら
ド
ヘ
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
「
帝

国
」
は
川
一
本
協

h
の
昨

e

の
源
泉
を
し
て
必
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
、
つ
に
ス
メ
ン
ト
の
ド
方
か
ら
上
方

へ
向
か
、
つ
川
本
統
合
殉
九
州
に
対
し
、

ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は

け

w
u
u

の
「
統
合
」

に
氏
献
で
き
る
大
規
開
な

の
存
在
だ
け
か
正
当
化

さ
れ
う
る
と
結
論
つ
け
た
。
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
こ
の
基
挙
は
容
易
に
ブ
口
シ
ャ
に
適
用
で
き
る
が
、
シ
ヤ
ウ
ム
ブ
ル
グ

i
リ
ッ
ベ
や
ハ
ン

ザ
都
市
の
よ
う
な
よ
り
小
川
況
慌
の

一
州
」
は
統
合
流
』
と
い
う
憲
法
の
日
探
に
逆
効
果
で
あ
り
う
る
と
つ
け
加
え
た

G

端
的
に
一
五
日
え
ば
、

ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
の

ι場
は

ワ
イ
マ

I
ル
期
の
憲
法

mh…
酬
の
唱
道
者
同
線
、

ワ
イ
マ

l
ル
志
法
の
H
V
案
者
が
単
一
主
義
的
民
族
同
家
に
向

か
う
動
き
の
小
注
で
い
弘
、
ち
止
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

ナ
イ
ス
ト

f
川
ノ
に
お
け
る
伝
ぺ
M
L
仁
美
的
連
邦
、
1
K
M川
ノ

γ

l

カ
ル
な
ナ
シ
引
寸
リ
く
人
(
ク
一
ブ
イ
ン
シ
v

、、ソ
k



筑
波
法
政
第
会
手
卜
じ
号

九
九
JL 

げ
は
斗

口
仁

ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
の
国
家
税
合
理
論
の
選
択
肢
も
ま
た

に
お
け
る
代
ぷ
制
民
、
不
正
ぷ
の
符

H
M

叫
に
反
対
す
る
議
論
を
従
供
し
た

U

な

ぜ
な
ら
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
「
州
」
議
会
は
反
伝
凶
の
政
治
感
枯
を
あ
か
ら
さ
ま
な
も
の
と
し
、

一泊

政
を
行
わ
せ
る
憲
法
的
立
場
に
あ
る
と
述
べ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
つ

政
的
を
借
肘
政
府
に
反
対
す
る
む

」
の
よ
う
に
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
冷
酷
に
連
邦
主
義
を
破
壊
的
と
攻
常

Tこ

1皮
lま

「
尚
一
同
」
山
刊
の
す
べ
て
の
政
府

ω制
度
は
税
制
政
府

ω立
忠
に
し
た
が
っ
て
整
列
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
ど
の
道
の
見
解
を
と

は
常
川
政
府
に
よ
っ
て
泣
ど
さ
ハ
る
許
容
椅
開

ω中
で
そ
れ
自
身

ω
文
化
的

μ統
を
似
品
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
、

却

非
政
治
化
さ
れ
た
た
ぐ
い
の
連
邦
主
義
だ
け
を
乏
け
入
れ
た
、

り

ワ
イ
マ

i
ル
送
法
が
議
会
代
ま
制
民
主
主
義
を
明
文
化
し
て
い
た
が
ゆ
え

に
、
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
そ
の
主
要
な
敵
と
な
っ
た
。
波
は
プ
ロ
イ
ス
が
プ
ロ
シ
ャ
川
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
以
ボ
ル
ジ
ア
ン
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ

た
点
を
攻
撃
し
た
υ

彼
は
ナ
チ
ス
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
た
め
に
渓
請
し
て
い
た
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
決
定
は
総
統

ω恵
問
心
か
ら
流
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
し
、
テ
チ
ス
が

a

九二一
J
E

午
一
月
島
今
ム

日
に
政
権
を
獲
川
ぼ
し
た
後
、

主
行
に
向
け
さ
れ
た

一
総
統
の
附
印
刷
」

を
去
に
擁
活
L
た。

す
で
に
一
九
二
一
一
一
一
年
ー
は
の
終
わ
り
と
四
月
の
は
じ
ゅ
に
ナ
チ
ス
古
関
政
府
は
、

議
会
の
「
州
一
代
表
組
織
が
丘
法
権
を
失
い
、

ナ1'1

政
府
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
永
認
後
市
国
大
統
領
に
よ
っ
て
指
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さ
れ
る
「
帰
国
知
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コ
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ロ
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ル
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れ
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て
比
一
過
さ
せ
た
。

に

た
な
法
を
歓
迎ケ
しル
たすよロ

イ
タ

は

十1'1
しャー

は
実
質
的
に
廃
止
さ
れ
あ
ら
ゆ
る
政
治
権
力
は
帝
国
政
府
に
以
し
は
じ
め
た
と
述
べ

依
は
新
た
な
行
政
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
け
る
ナ
チ
ス
允
の
支
配
的
な
立
場
を
、

同
党
が
新
た
な
ノ
打
政
エ
リ
ー

ト
の
補
充
装
置
と
し
て
の
は
を
来
た
L
J

べ
き
で
あ
る
と
議
論
し
、

ま
た
よ
、
釈
が
新
た
な
以
民
主
的
、

以
連
邦
主
ふ
的

桂
成
、
七
人
父
山
口
拍
手

1
F
h
F
J
1
 

i
人
ぷ
的
国
家
組
織
に
賛
同
し
て
い

そ
れ
を
明
確
に
正
吋
化
し
ぷ
仰
の
法
は

「州」

の
議
会
制
民
、
j

主
誌
を
い
除
リ
ー

J

番

U
の
法
は
一
つ
の
「
州
」
に
つ
い
て

~) 

υ) 

ー
帝
国
知
事
」
府
を
投
降
す
る
法
を
硲
L
U
ム
し
た
。
も
っ
と
も
、

い
く
つ
か
の

「
州
」
が
ま
と

め
v

二
つ
の
「
帝
凶
知
事

り
ド
に
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
プ
ロ
シ
ャ
で
は
ピ
ノ
ト
ラ
ー
が
帝
国
首
相
の
職
務
と
と
も
に
「
帝
国

知
事
」
の
職
務
を
と
っ
た

っ
一
面
白
の
訟
は

政
府
内
権
限
を
付
制
政
的
仁
科
配
分
し
た
。
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士
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議
会
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解
放
さ
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、
川
選
さ
れ
な
か
っ
た
ハ
こ
の
よ
う
な
実
質
的
会
総
法
の
変
更
は
一
九
一
二
三
年
二
一
月

4

日
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ヒ
ッ
ト
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の
g
E
N
N
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i
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寸
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十
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
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す
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戦
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的
な
反
応
で
あ
っ
た
一

安
す
る
に
、

ケ
ロ
ル
タ
!
の
単
二
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
民
主
的
正
統
性
お

今
ノ
ル
ロ
イ
タ
ー
は
ワ
イ
マ

i
ル
川
丸
山
山
川
川
i
h
に
は
孤
立
し
た
存
在
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あ
ソ
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ナ
千
ス
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い
て
は
む
心
か
っ
能
弁
な
主
持
者
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を
見
い
だ
し
た

そ
の
一
人
が
ベ
ル
リ
ン
の
法
学
投
援
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

三
八
八
八
一
九
八
五
年
)

で
あ
っ
た
υ

ケ
ル
ロ
J
e

タ
!
と
は
黙
な
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
法
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
テ
ク
ニ
カ
ル
と
い
う
よ
り
も
除
虫
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
シ
ユ

ニ
ッ
ト
は
時
代
の
山
米
山
引
を
法
学
の
文
脈
で
と
ら
え
よ
、
っ
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

f

た
と

ピ
ュ

i
ゴ
・
ブ
ロ
イ
ス
の
法
と

M
家

山
川
口
学
に
関
す
る
一
九

:
O年
に
刊
行
さ
れ
た
短
い
論
文
の
中
で
、

シ
コ
ミ
リ

J

ト
は
ブ
ロ
イ
ス
の
概
念
「
オ

l
J
M
二
、
ス
ム
」
は

、ンュ、、、ッ

ト
に
よ
れ
ば
あ
ま
り
に
も
多
く
に
遇
川
で
き
る
と
そ
の
暖
昧
さ
を
批
判
し
た

し
か
し
、
同
時
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ス
メ
ン
ト
と
同
様
ブ
ロ

ィ
λ
の
統
合
理
論
を
ド
イ
ツ
民
族
の
統
一
と

4

民
族
の
民
、
ヒ
主
義
」

へ
の
同
献
と
と
ら
え
プ
ロ
イ
ス
を
賞
賛
し
た

別
法
二
、

l
i
f
t
 
彼
は
ブ
ロ

イ
ス
が
引
札
会
主
義
者
と
な
ら
す
仁
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
企
図
と
も
涜
め
る
、

一
世
-

す
る
‘
九
-
-
J
作
げ
の
声
明
を
た
た
え
た
。
し
か
し
、

ナ
チ
ス
の
思
想
家
と
一
粧
を
雨

一
九
三
一
一
一
年
に
す
で
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
公
け
に
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
支
持
し

は
ヒ
め
た

J

彼
は
、
た
と
え
ば
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
托
権
法
を
、
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
原
則
の
忠
名
高
い
山
氏
セ
円
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

部一

「
ド
イ
ツ
革
命
の
子
情
的
な
憲
法
」
と
川
"
視
し
た
。
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
同
様
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
凶
末
期
に
向
け
て
の
一
州
一

の
自
治
に
対
す
る
連
邦
、
ァ
式
的
要
求
の
一
以
鼓
法
主
義
的
再
燃
と
非
難
し
た
も
の
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
そ
し
て
彼
は
ナ
チ
ス

ω

判

ム
叩
」
を
連
邦
主
義
に
反
対
す
る
泊
切
な
権
威
主
義
的
、
単
一
主
義
的
反
応
で
あ
る
と
あ
か
ら
さ
ま
に
擁
護
し
た
。
波
は
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法

一
民
族
革

が
「
州
」
政
府
に
よ
る
、
常
国
政
府
の
意
思
に
反
す
る
方
向
に
向
か
う
行
為
を
禁
止
し
た
と
主
張
し
、
憲
法
が
「
州
」
白
治
は
非
政
治
的
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な
問
題
に
関
す
る
も
の
い
限
る
と
規
定
し
て
い
る
と
結
論
づ
け

」
の
よ
う
な
議
論
は
、

|可
);]1 

事

に
関
す
る
新
た
な
法
が
ワ
イ

マ
1
ル
憲
法
に
屯
全
に
合
致
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
中
央
集
権
的
な
装
置
で
は
な
く
、

そ
れ
は
ド
イ
ツ
の

一
州
一
を
第
一
次
世
界
大
時
以
前
の

連
邦
主
誌
の
山
似
し
V
一、E
義
的
後
遺
佐
か
ら
解
放
し
た
と
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、

よ
く
理
解
さ
れ
た
連
邦
主
義
の
子
政
で
あ
る
と
い
う
彼
の
立
場

を
支
持
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
で
は
新
た
な
法
は
「
州
」
の
立
場
を
刈
柊
し
、
こ

の
点
は
一
八
七
一
年
の
ビ
ス
マ
ル
ク
憲
法
の
下
で
獲
得
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
当
時
君
主
制
の
伝
統
主
義
者
の
独
立
主
主
に
よ
っ
て

妨
持
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
ピ
ス
マ
ル
ク
の
真
の
後
縦
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

一状町一

の
民
族
統

4

の
真
の
部
始
苫
で
あ
る
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た

L、

一」

「
ド
イ
ツ
市
国
」

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
予
見
的
に
も

「A
A
m

間
知
事
法
に
刻
す
る
コ
メ
ン
ト
を

同
法
は
「
州
」
を
持
続
さ
せ
る
が
、

そ
の
存
在
を
継
続
し
て
似
川
す
る
も
の
で
は
令
い
と
い
う
士
川
葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

そ
し
て
再
び
ヒ
ッ

ト
ラ

l
が
附
」
値
一

賞
賛
し
た

一
な
形
で

ナト|

の
独
立
、
主
時
点
的
な
伝
統
を
吸
収
し
た

「
ド
イ
ツ
帝
同
辿
郭
主
義
」

を
生
じ
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
を

36 
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波
法
政
第
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十
七
円
万
三
九
九
九

J， 

立
法
手
続
き

こ
の
よ
う
な
単
宇
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
環
論
的
立
場
が
実
際
の
行
政
に
も
た
ら
し
た
結
果
は
、

九

rJ 
0) 

ナ卜|

政
府
の
廃
止
、

ウ
品
川
出
再
建
法
」
に
見
ら
れ
る
ハ
後
者
の
法
を
卜
ム
日
に
い
償
問
政
府
は
九
:
‘
同
年
1
月
五
日

に
「
州
」
の
川
氏
肢
を
廃
止
し
、
帝
国
民
族
を
唯
-
の
も
の
と
認
め
る
指
令
を
発
し
た
。

一
九
一
二
同
一
年
ゐ
月
二

J
O
口
の

一
九
、
二
四
年
命
月
二
一

C
H
の
法
律
は
正
式
に
「
州
」

を
廃
止
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

州
の
地
位
は
総
統
の
志
思
に
従
い
信
制
政
府
の
直
接
の
監
視
の
下
に
お
か
れ
る
従
属
的
な
地
域
機

関
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
地
域
行
政
、
す
な
わ
ち
ブ
ロ
シ
ャ
の
「
レ
ギ

i
ル
ウ
ン
グ
ス
ブ
ル
シ
デ
ン
テ
ン
」
や
「
一
ブ
ン
ト
レ

i

テ
」
、
パ
ア
リ
ア
の
「
一
ブ
ン
ト
レ

i
テ
」
の
長
や
他
の
「
州
」
の
地
方
行
政
官
J

日
の
長
は
「
州
」
の
「
常
凶
知
事
」
を
通
じ
「
市
凶
政
府
」

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
た
。
「
州
」

の
完
全
な
再
編
が
企
凶
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
第
会
ム
次
附
一
界
大
戦
開
戦
後
、
作
折

L
て

い
く
こ
と
に
な
っ

半
公
式
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
声
明
の
中
で
、
「
州
一

の
出
家
と
し
て
の
権
限
の
廃
止
と
臼
治
的
権
限
の
破
壊
は
、
「
州
」
は
ワ

イ
マ

i
ル
共
和
国
以
前
ま
た
そ
の
問
ド
イ
ツ
「
民
族
」
統
‘
の
散
で
あ
っ
た
と
い
う
議
摘
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
た
っ
民
間
の

「
文
献
制
究

(山山
)

3

〈巾一円己吋【山口出口
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。
円
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島
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ム
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一
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年
の
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月
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i
刀
の
ニ
ユ
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ン
ベ
ル
グ
人
間
作
法
を
通
じ
、
一
ぃ
λ
山

村
山
い
い
rue

討
作
一
は
「
ド
イ
ツ

F

へ
の
血
ー
一
を
く
む
民
族
に
限
定
す
る
よ
う
仕
組
ま
れ
た
「
ド
イ
ツ
人
の
血
」
が
流
れ
て
い
な
い
民
族
は
あ
ら
ゆ
る

柱
利
を
-At
屯
さ
れ
た

(
け
)
の
門
同
町
内
河
内
3
N
A
N
N
F
q
H
Y

∞
F
E
J
4
3
-
4
3
2℃
目
指
一
目
立
5
賞
者
y
g
n
F
2
吉
田
再
三

58)u
℃
-H4α

コA

九
J-
九
年
に
は
)
現
時

点
で
の
州
へ
の
い
位
同
の
行
政
υ円
分
は
併
同
改
革
の
小
で
併
凶
の
新
た
な
行
政
un
分
に
譲
歩
す
べ
き
か
行
か
は
ま
だ
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
c
」



川
」
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
れ
別
性
あ
ヴ
ω
一
般
的
な
百
科
事
典
で
あ
る

そ
の
第
八
版
に
お
い
て

マ
イ
ヤ
l
ズ
・
レ
キ
シ
コ
ン
は
一
九
--A

六
年
か
ら
-
九
間
二
年

ま
で
ナ
チ
ス
政
党
の
統
制
内

F
じ
あ
っ
た
が

イ
、ソ

[，，1 

を
以
下
の
よ
う
に
定
瓦
し
た

帝
国
と
は
神
話
上
、

M2~!
、
そ
し
て
い
ま
も
な
お
、

生
き
た
効
ん
を
も
っ

第
。
に
そ
の
血
を
通
じ
ド
イ
ツ
民
政
に
拭
ト
ザ

さ
れ

る
生
活
お
よ
び
支
配
の
宅
問
で
あ
り
、
治
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ト
イ
ツ
人
の
運
命
的
な
使
命
と
し
て
の
北
務
で
あ
る

市
川
を
打

ち
立
て
る
意
思
は
ゲ
ル
マ
ン
民
政
に
本
米
備
わ
っ
て
い
る
創
造
力
あ
る
川
ぷ
形
成
の
心
で
あ
る
の

ラ
イ
ヒ
と
い
う
日
葉
は
制
叫
す
る
こ
と

も
、
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
令
い

ぞ
れ
は
唯
一
-
無
二
の
純
粋
に
ゲ
ル
マ
ン
的

ド
イ
ツ
的
な
も
の
で
あ
り

ロ
ー
マ
人
の
必
川
の
考

え
十
々
と
も
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
阿
山
本
の
忠
忠
と
も
根
本
的
に
異
な
る

総
統
と
波
の
わ
動
は
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
先
訂
す
る
防
昨
日
や
政
党
、

体
に
造
り
上
げ
て
き
た
〆
ド
イ
ツ
人
の
ム

0
0
0
年
以
ト
し
の
強

大
な
統
一
さ
れ
た
帝
悶
へ
の
長
さ
に
わ
た
る
渇
望
は

A

九
三
四
年
月
一

1
0
け
の
帝
凶
同
住
法
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

国
家
、
階
級
、
身
分
、
宗
派
間
の
対
伐
を
乗
り
越
え
ド
イ
ツ
民
族
を
単

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
千
年
も
の
開
未
完
成
で
あ
っ
た
仕
事
を
神
の
よ
う
に
成
し
遂
げ
た
と
い
、
つ
こ
と
に
さ
れ
、
民
族
国
家
だ
け
を
確
立
し
た
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波
法
政
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二
十
じ
号
(
一
九
九
九

と
み
な
さ
れ
る
ピ
ス
マ
ル
ク
よ
り
も
格
上
げ
さ
れ
た

「
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
民
族
社
会
主
義
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
民
放
と
ド
イ

ツ
帝
国
の
形
成
が
行
わ
れ
た
。

帝
尉
の
後
念
は
今
一
二
叶
一
紀
ま
で
序

L

仕
し
て
い
た
重
要
性
を
収
り
民
し
た
。
府
出
の
核
と
な
る
の
は

ピ
ス

マ
ル
ク
が
成
し
遂
げ
た
打
ち
消
し
が
た
い
偉
業
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ズ
デ

i
テ
ン
地
行
ー
や
そ
の
伯
山
返
還
を
通
じ
て
大
ド
イ
ツ
に
拡
桜
さ

品

れ
た
ド
イ
ツ
民
族
同
家
で
あ
る
。
」

そ
の
定
義
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
き
い
な
ま
れ
て
い
る
。

ト
々
で
は
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
い
よ
っ
て
て
確
古
今
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
帝
凶
」
が
「
ラ

イ
ヒ
」
と
い
う
一
百
葉
で
よ
っ
て
の
み
夫
現
主
れ
、
訳
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
昨

A

無一

の
制
度
で
あ
る
と
の
主
張
が
明
伴
に
川
さ
れ
て
い

る
。
明
註
す
れ
ば
、
「
ド
イ
ツ

W
M
m
」
と
中
世
お
よ
び
近
代
初
期
の
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
相
違
が
は
っ
き
り
と
ぷ
さ
れ
た
。
他
ん
、

ヒ
ッ
ト

ラ
ー
は
中
沢
口
!
マ
帝
国
の
復
興
を
成
し
遂
げ
、
長
年
の
望
み
を
か
な
え
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
ー

付
照
的
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
神

話
上
山
川
革
新
者
一
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
川
時
に
彼
は
中
陛
初
期
以
来
変
化
な
く
存
在
し
続
け
た
沌
粋
に
ド
イ
ツ
的
(
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
的
で
な
い
)
と
さ
れ
る
何
か
を
復
興
せ
し
め
た

I
M
変，

t

i
j
l
 そ
の
論
述
は

「
J
ド
u
w
l
u

売
…

一
e'ip十
M
M憎し

や
」
緊

-Mか
っ
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
状
に
配
列
さ
れ

た
行
政
当
局
と
権
力
主
体
の
「
組
織
体
」
に
凝
阿
さ
せ
る
、
何
か
神
秘
的
な
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
点
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
の

A

方
で

こ
の
よ
う
に
明
註
さ
れ
た
仮
定
は
中
世
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
で
は
無
視
さ
れ
て
き
た
点
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
位
紀
は
じ
め
の
ロ
マ
ン
派
思
想
に
一
決
り
は
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
制
度
的
表
示
な
し
に
「
ド
イ
ツ
民
族
」
が
太
古
か
ら
介
在
す

る
神
秘
的
な
統
一
体
で
あ
る
と
の
似
定
は
、
プ
ロ
イ
ス
の
憲
法
理
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
ス
メ
ン
ト
の
国
家
統
合
理
論
で
練
り
J
げ
ら
れ
、

ワ
イ
マ

i
凡

マJ
一
一
ノ
オ
ロ
ギ

l
的
な
パ
ッ
ク
グ
一
フ
ウ
ユ
ド
を
形
成
し
た
心
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
慣
例

¥
，
4
・J

f
d
A
Y
¥
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ふ
a

J

〈
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む
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〕
{
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的
に
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ナ
チ
ス
の
行
政
担
当
者
や
ブ
ロ
パ
ガ
ン
一
ア
イ
ス
ト
が
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
の
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ス
ト
的
な
慣
例
を
人
種
学
上
純
粋
な
ド
イ
ツ
民
族
に
単
一
主
義
的
民
族
出
家
の
市
民
権
の
遂
行
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ

デ
イ
カ
ル
な
も
の
に
し
た
。
こ
こ
に

九
一
一
一
五
年
九
月

五
日
付
け
の

「
帝
川
市
民
法
」

ニト
A
R
L
ギ
i

づ
い
、
主
人
外
ιふ
1
t
F
J
p
hリ、

l
よ
み
A
(
i
f
o小
l
l付制
u
bイ
自

人
料
品
正
別
主

義
的
な
「
純
血
」
と
い
う
用
語
で
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ド
イ
ツ
帝
国
は
ド
イ
ツ
民
族
の
川
家
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
肢
の
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
わ
る
血
だ
け
が
、
ド
イ
ツ
同
校
で
あ
る
意

七
心
を
持
ち
ド
イ
ツ
民
族
?
と
ド
イ
ツ
帝
国
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
通
じ
、
そ
の
帝
閣
の
市
民
た
り
う
る
〈
帝
国
市
民
だ
け
が
政
治
的
な
権

以
を
完
全
に
有
す
る
行
で
あ
り
、
帝
川
市
民
だ
け
が
投
票
権
を
日
付
丸
、
公
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る

対
照
的
に
、
ド
イ
ツ
人
で
も
な
く
、

ま
た
そ
の
血
を
受
け
て
い
な
い
者

〉

I
，、
l

、

ヴら

m似
h
り

は
、
ト
イ
ツ
帝
国
保
護
制
型
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
限
り
、

ド
イ
ツ
民
絞
ず
あ
り
続
け
ゐ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
民
族
は
政
治
的
権
限
を
も
た
な
い
)

引
に
ユ
ダ
ヤ
人
)

ま
た
そ
れ
に
忠
誠
で
あ

「
民
族
」

Lr

[ k[ 

民
L一一

と
い
う
法
的
概
念
の
相
迫
は
、

第
一
に
ユ
ダ
ヤ
人
、
ジ
プ
シ
ー

他
の
集
団
を
政
的
参
加
か
ら
排
除

L
、
第
一
÷
に
彼
ら
を
芯
別
的
対
象
ー
と

L
、
第
三
に
使
、
つ
の
大
虐
殺
を
合
渋
的
な
も
の
と
す
る
目
的
ゆ
え
い
二
次
的
に
導
入
さ
れ
た
。
妙
な
「
山
だ
が
、
当
時
の

イ
ツ
市
国
」

は
民
族
国
家
で
あ
る

定
、
そ
の
「
日
比
佐
」
は
何
ら
政
治
的
作
限
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

党
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

記
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
以
上
の
上
う
な
け
以
を
公
布

L
、
そ
の
進
行
の
た
め
に
人
去
を
「
教
育
す
る
」
伐
刻
を
有
し
て
い
た

ワ
イ
マ

1
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ス
は
府
の
一
九
:
一
一
二
年
ヰ
で
の
歴
史
と
そ
の
泊
動
に
関
す
る
ザ
山
一
長
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

そ
の
仕
事
は
ナ
チ
ス
党
の
行
伝
部

の
判
中
!
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
ナ
チ
ス
政
党
が

ド
イ
ツ
民
族
」
「
統

a

」
を
追
求
す
る
「
運
動
」
で
あ
る
と
九
記
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら

的
ま
る
。
そ
の

「

1
1
U
F乍
へ
一

一
i
i
J
D
L

は
太
古
の
川
代
か
ら
存
主
し
て
き
た
が

混
乱
の
中
に
村
会
的
に
引
き
裂
か
れ
、

政
治
的
権
限
を
伝
わ
れ
、
地

県
的
に
戦
争
し
あ
う
「
同
家
」
に
，
分
裂
し
た
と
さ
れ
た

ナ
チ
ス
の
権
力
獲
得
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
頂
点
と
す
る
集
権
指
令
構
造
の
確
ぃ
止
を

一
山
じ
、
長
期
間
に
わ
た
ゐ
分
裂
に
終
止
引
を
む
つ
も
の
と

146AP--
れ
た
。

そ
の
引
は
そ
の
生
い
立
ち
を

け
代
が
闘
争
』

、ノ

j

戸
!
日
川
除

I

J

F

、ア
h
し

O
H
H
l
r
L
ふ
れ
勺
人
ふ
C
'
才

て
い
る
よ
、
つ
に
慣
例
通
り
神
話
化
す
る
形
で
紹
介
さ
れ
、

「
ド
イ
ツ
氏
族
」
「
統
二

の
た
め
に
闘
う
孤
独
な
戦

t
の
よ
う
に
捕
か
れ
て
い

ぺ2

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は

J
J
7
m曳
1
1
h
苛
¥
j
p
f
ω
H品

、
ィ
'
ナ
'
令
牧
「
ι
t
c
マ
ぴ
J
1
7
r心

で
も
っ
て

泌
心
的
な
革
命
行
為
と
い
う
手
段
を
通
じ
、
前
一
に
「
ド
イ
ツ
ポ

M
L
を
構

決
す
る
た
め
の
説
会
お
よ
び
行
政
制
度
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
災
本
に
よ
っ
て
「
真
山
氏
佐
共
同
体
」

を

あ

い

拡

張

さ

れ

た

ナ

チ

ス

政

府

レ一中
d
M
h

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト
い
よ
っ
て
政
れ
ん
と
他

ω政
治
集
同

ω削
散
を
、

第
二
一
に
判
た
な
ん
規
模
な
大
衆
判
明
叫
に
よ
っ
て
階
殺
の
ほ
止
を
も

た
ら
し
た

υ

え
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
タ
い
い
用
い
ら
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
は
憲
比
の
以
則
お
よ
び
同
ぶ
組
椛
い
い
関
す
る
る
川
町
論
的
な
論
文
で
展
開
さ
れ
ゐ
議
論

を
以
喚
し
て
い
る

例
え
ば
、
， 

dトH

川
町
非
政
治
化
を
記
述
す
る
党
の
プ
ロ
パ
ガ

L
タ
は
以
ド
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ブ円、いト、
L

、J
t
f
z
t
'
-

一
ψ
市
品
小
U
2
p
f
v
i羽
ト
い

法
づ
き
帝
国
大
統
似
に
お
名
さ
れ
る
う
W
川
知
引
は
州
の
政
治
を
杭
結
す
る
。

伸
問
、
つ
は
叶
凶
政
府
以
外
の
何
ヤ
れ
に
対
し
て
も
火
付
忙
を
れ
わ
な

し、

し

後
ら
が
州
政
的
を
指
名
す
る

&'L! 
白
~ 
が
f十|

そ
Lω 0) 

政
i羽
僚
を
13‘ 

;< 

も
は
や
帝
同
共
日
仙
の
安
干
以
上
に
そ
れ
山
身
仁
悶
心

を
川
村
ち
特
定
何
利
引
を
持
つ
州
議
会
十
述
介
は
存
在
し
な
い

「
民
民
統
一
」
の
追
求
も
ま
た
ナ
チ
ス
政
党
白
p

ザ
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
政
党
の
解
取
を
正
吋
化
す
る
役
割
を
な
し
た
。
「
レ
帆
ゐ
さ
れ
た
祖

川
、
統
一
さ
れ
た
此
収

そ
し
て
一
体
と
な
ノ
た
民
族
に
と
っ
て

い
っ
た
い
か
な
る
は
党
が
存
存
、
ず
る
と
い
う
の
か
。
見
肢
が
.
体
と

十
イ
ス
ド
イ
ツ
に
お
け
る
伝
統
七
ぷ
的
…
州
一
郎
主
災
対
ラ
デ
ィ
カ
ル
必
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
-
ケ
)
ソ

f
J
シ
コ
ミ
ソ
ト
一



坑
波
法
政
第
今
一
十
七
ロ
ラ

九

)L 

[Iq 

な
り
、

一
列
と
な
っ
て
、

つ
の
川
一
八
ふ
を
探
求
し
、

共
通
の
目
的
に
と
も
に
行
進
す
る
な
ら
ば
、

あ
ら
ゆ
る
政
党
は
た
と
え
何
行
と
あ
ろ

つレ」、

ま
っ
た
く
同
じ
と
と
を
欲
し
、

3
4

、a

、

i
v
v
 

そ
の
た
め
に
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

必
要
ト
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、

ゆ
え
に
単
一
の
政
党
以
上
の
も
の
か
存
在
し
続
け
る
理
山
は
な
い

な
せ
な
ら
一
つ
の
意
思
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る

こ
の
よ

う
い
い
し
て
さ
ほ
ど
の
騒
間
も
な
く
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
騒
音
も
た
て
ず
、
以
前
か
ら
の
政
党
は
す
べ
て
姿
を
泊
し
た

時
代
の
表
現
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が

彼
ら
が
栄
え
た
時
は
過
ぎ

向
、
り
は
中
な
る

山
由
h

そ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
が
ゆ
え
に
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
ト

「
民
族
」

の
統

A

は
象
徴
的
な
も
の
で
も

公
的
な
組
織
に
限
定
さ
れ
る
山
山
一
で
も
な
く
、

日
常
生
活
に
奥
深
く
ほ
透
し
て
き
た
。
ナ

チ
ス
は
す
で
に
一
九
一
二
二
年
仁
大
衆
の
集
会
を
組
織
化
し
、
そ
の
参
加
者
は
む
到
の
統
一
性
を
は
っ
き
り
と
日
に
見
え
る
よ
う
に
宍
際
に

部
隊
と
な
っ
て
刊
を
紐
み
行
進
す
る
こ
と
を
命
令
さ
れ
た

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
党
の
組
織
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
か
を

払
っ
た

J

例
え
ば
-
九
一
-
-
J

一
年
の
メ
ー
デ
ー
の
祝
日
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

何
叶
一
紀
も
の
問
、

メ
ー
デ
ー
は
出
舎
に
存
の
訪
れ
を
行
げ
る
象
酸
的
な
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
や
、
歓
喜
と
厳
粛
な
ム

i
ド
と

精
神
の
日
と
な
っ
た

し
か
し
、
生
命
の
芽
生
え
る
希
望
に
満
ち
た
喜
び
の
日
を
故
志
の
布
告
、
戦
闘
の
灯
、
内
戦
の
け
に
変
え
る
よ
、
つ

安
ぶ
し
た
時
が
ひ
と
た
び
存
在
し
た

こ
の

U
が
お
も
に
ド
イ
ツ
民
依
の
分
離
の
日
で
あ
り
、
分
裂
の
記
憶
の
印
象
が
ド
イ
ツ
の
上
に
広

が
一
ソ
た
何
十
年
間
が
過
ぎ
た

し
か
し

い
ま
我
が
民
族
を
打
ち
の
め
し
た
深
い
悲
し
み
の
後
に
、
集
中
の
時
が
、
内
行
の
川
が
、
そ
し

48 
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聞

で
か
く
し
て
ド
イ
ツ
人
が
一
体
と
な
る
時
が
来
た
っ
」

ナ
チ
ス
は
一
九
一
一
:
二
年
の
メ
ー
デ
ー
の
祝

U
を
ナ
チ
ス
政
党
に
対
す
る
抵
抗
を
行
う
労
働
者
階
級
の
小
心
と
考
え
、

一
九
i
:
a
年
の
五

月
一
一
日
に
抹
消
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
労
働
組
合
に
対
す
ら
彼
ら
自
身
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
準
備
と
し
て
利
用
し
た
。
か
く
し
て
メ

l

デ
ー
の
祝
日
は
労
働
相
な
の
指
導
部
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
政
党
の
指
導
部
が
大
栄
を
結
朱
し
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
命
令
で
彼
ら
を
両
令
的
な

民
凶
行
動
に
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
誇
示
す
る
た
め
の
ヰ
識
的
な
努

M
を
も
っ
て
執
り
行
わ
れ
た

し
か
し
そ
れ
は
大
衆
如
組
織
化
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
ほ
ん
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
一
白
は
ナ
チ
ス
政
党
に
対
す
る
大
衆
の
、

J

jい
ご
〕

一
F
y
'
l
J
/

と
こ
ろ
自
律
的
で
懇
願
さ
れ
な
い
本
意
に
よ
る
支
持
を
示
そ
う
v

と
す
る
も
の
で
あ
る
ο

ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
以
前
川
リ
数
十
年
間
、

数
世
紀
と
は
異
な
る
統

さ
れ
た
集
間
行
動
が
数
あ
る
大
衆
の
発
広
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
以
前
に
は
決
し
て
経
験
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
、
造
り
上
げ
ら
れ
た
主
張
と
、
固
く
列
を
紺
み
行
進
す
る
と
い
う
象
徴
、
正
義
と
を
組
み
合
わ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な

H
的
が
行
使

さ
れ
た
一
つ
の
ケ
i
ス
は
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
常
民
総
統
の
峨
に
つ
い
た
刊
に
起
き
た
一
ア
そ
で
あ
る
、

「
そ
の
と
き
大
衆
は
、
准
に
ん
叩
じ
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
全
く
白
発
的
に
、
な
ん
と
な
れ
ぽ
彼
ら
は
決
し
て
今
ま
で
と
も
に
/
打
進
し
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
だ
が
、
自
ら
に
命

じ
た
く
瓦
い
に
八
五
く
見
知
ら
ぬ
男
女
が
集
ま
り
、

た
い
ま
つ
に
火
を
つ
け
、
叫
び
、
歓
芹
の
戸
を
ト
‘
げ
、
ま
っ
た
く
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ

つ
な
規
模
の
デ
モ
の
刊
に
加
わ
り
、

大
山
本
は
ベ
ル
リ
ン
の
小
心
川
に
押
し
寄
せ

一
よ
り
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
、
〆
デ
ン
」

彼
ら
が
政
府
庁
舎
に
近
づ
い
て
き
た
時
光
の
海
は
ん
川
流
し
た
。
」

通
り
を
同
附
な
く

進
み
、

ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ス
ト
ラ
ッ
セ
を
山
か
り
、

51 50 
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M
Y
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叶

φ
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N
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円
、

r
E
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、
足
、
ロ
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(
ロ
c
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A
F
∞)

W

M
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∞H

ナ
チ
ス
ト
イ
ツ
に
お
け
る
伝
統
、
正
ぷ
的
洲
一
郎
、
I
災
対
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
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リ
ズ
ム
(
ケ
一
ブ
イ
、
〆
シ
ユ
ミ
ソ
ト
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筑
波
法
政
第
二
十
じ
庁
三
九
九
九

r、

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
デ
モ
は
実
際
に
は
綿
訟
に
ナ
チ
ス
党
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

そ
の
代
わ
り
に

ブ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
は
「
ド
イ
ヅ
民
族
」
を
構
成
す
る
た
衆
が
自
ら
ぽ

で
し
か
も
ほ
治
的
に
、

ナ
チ
ス
泡
が
忘
況
に
な
っ
統

a

と
同
一
性
へ
の
効

き
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
伝
え
「
る
た
め

iし
白

羽

田

o

j

J

 

メ
ー
デ
ー
の
パ
レ
ー
ド
や
一
九
一
一
一

-s
年

月

三

O
口
の
テ
モ
行
進
よ
り
も
さ
ら
に
伝
説
な
点
は
、

一
日
に
新
た
に

選
山
山
さ
れ
た
帝
国
議
会
開
会
記
念
日
の
際
に
ナ
チ
ス
指
き
部
が
夜
間
倒
し
た
式
的
二
、
あ
っ
た

開
会
さ
れ
る
仰
に
ど
ソ
ト
ラ

l
は
「
民

弘
社
会
主
義
革
命
と
ナ
チ
ス
が
ブ
ロ
シ
ヤ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

ι

祇
の
記
佑
に

つ
け
ふ
伝
統
、
比
雄
的
行
為
、
件
ト
人
三

と
を
離
合
さ

せ
る
日
的
で
儀
式
的
に
ポ
ツ
ダ
ム
安
寧
の
教
会
で
帝
国
大
統
領
の
ヒ
、
J

デ
ン
ブ
ル
グ
に
会
見
し
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
ヒ
ン
デ
ン
ヅ
ル
グ
に

彼
の
政
俸
は
一
ド
イ
ツ
民
族
、
身
分
、
職
業
、

以
前
の
階
級
の
真
の
叫
ん
同
体
の
建
設
」
、
「
農
民
、
ブ
ル
ジ
汀
ワ
、
労
働
者
が

4

つ
の
ド
イ

一辺)

ツ
民
恥
と
し
て
ム
U
J
演
す
る
こ
と
」
に
専
心
し
て
い
る
と
訴
え
た
と

か
く
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
の
日
は
、

A

八
世
紀
プ
ロ
シ
ャ
の
ハ
、
土
川
と
第
宇
次
大
戦
前
の
箪
字
体
制
の
い
れ
相
権
化
の
効
果
と
の
連
続
性
へ
の
、

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
が
表
現
し
た
一
民
族
革
命
」

の
総
統
と
し
て
の
彼
'U身
の
離
合
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
と
な
っ
た
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
究
極

的
に
連
邦
主
義
と
民
主
的
正
統
性
破
壊
の
成
功
針
マ
あ
っ
た
と
い
う
点
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
こ
れ
以
上
に
洗
練
さ
れ
た
ブ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
認
め
る
こ
と
は
困
鮮
で
あ
る

後
者
に
関
す
る
限
り
、
ナ
チ
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
か
ら
広
い
合
意
を
刊
℃
い
た
と

J
L
いけ

前
行
仁
関
し
て
は
、

一
以
連
郎
、
正
義
げ
が
ナ
チ
ス
時
代
の
中
で
深
刻
な
同
難
に
出
会
っ
た
点
は
軽
慢
さ
れ
て
さ
え
。

ヘフ吋
戸戸ハ江

也
市
民

H
R
K
Q
3
2
~
出
ー
さ
a
n
F
H
(
口
三
巾
品
∞
ア
』
ν
M
Y

∞∞叫∞ゆ



N 

連
邦
主
義
の
回
帰
i
ナ
チ
ス
の
種
族
崇
拝

そ
の
栄
二
主
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ナ
チ
ス
は
ワ
イ
マ

l
ル
サ
ハ
和
国
の
す
べ
て
の
す
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
何
回
味
に
、

ロ
マ
シ
派
の
遺
尿
で
あ

る
(
村
絞
L

の
制
偵
を
伝
一
叫
し
た
υ

ワ
イ
マ

1
ル
除
法
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
民
族
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
桂
族
」
か
ら
成
り
、

ヒ
、y

ト

ラ
ー
は

吋
我
が
闘
争
』

の
小
に
稀
族
」
認
知
へ
の
暁
額
を
以
下
の
よ
う
に
含
め
て
い
ふ
。
「
パ
ヴ
ナ
リ
ア
の
偉
大
き
に
と
っ
て
、
そ
の

重
要
性
は
ポ
越
し
た
も
の
で
あ
る
君
主
は
、
決
し
て
頑
固
な
反
ド
イ
ツ
的
独
立
主
義
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
的
な
感
情
を
主
持
し
、

芸
術
の
友
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
は
す
な
わ
ち
ル
イ

l
m
b
(
ル
l
ド
ヴ
ィ
ヒ

i
世
)

で
あ
っ
た
。
彼
は
悶
家
権

h
を
お
も
に
そ
の
政
治
権
力
の

松
振
に
で
は
な
く
、

パ
ヴ
ア
リ
ア
の
文
化
的
地
位
の
拡
大
に
伴
げ
、
こ

ω
ょ
う
仁
し
て
被
は
他
の
ト
刀
法
で
は
で

3
な
か
っ
た
よ
う
な
昭
刷

な
業
績
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
:
:
:
そ
し
て
こ
れ
は
よ
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
合
む

川
内
ト
本
心
不
山
広
義
は
も
は
や
川
家
や
力
に
よ
る

政
治
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

私
は
種
族
の
中
か
文
化
の
領
域
の
中
に
そ
れ
を
い
ん
い

L一一

ビ
ソ
ト
ラ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
種
族
」
は
静
態
的
な
民
族
の
「
特
徴
」

で
あ
り
、
印
紙
関
係
、
究
械
的
に
は
中
貯
い

初
期
の
起
源
に
さ
か
の
ぼ
る
占
代
の
伝
統
と
い
わ
れ
る
も
の
へ
の
信
念
を
そ
の
拡
と
す
る

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
感
知
す
ん
と
よ
ろ
で
は
、
こ

(臼

)mMHH品
8
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司
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p
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会
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ハ
年
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仁
川
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ド
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伝
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i
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H
A
波
法
政
第
一
一
十
七
号
(
一
九
九
九

の
よ
う
な
密
な
伝
統
の
併
は
偶
人
を
政
治
的
集
団
に
結
び
つ
け
、
地
域
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
一
ア
ィ
!
を

μ
え
る

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
一
村

族
」
に
時
と
と
も
に
安
定
を
形
成
す
る
「
特
徴
」
を
技
与
し
た

し
か
し
、
等
し
く
血
縁

E
七
統
に
組
み
込
ま
れ
た
ド
イ
ツ
民
族
の
あ
る

「
特
徴
」
も
存
在
す
る
と
い
う
前
提
も
な
さ
れ
て
い
た

J

二、、

J

戸、、

1
L
J
/
，
品
川
州
吋
、

「
手
由
土
仁
六
一

z
p
l
t引

け
》
」

の
九
日
女
~
じ

1
ド
イ
ツ

{

4
一

'

j

l

「
民
族
」

の
安
定
の
前
提
を
妨
げ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
「
以
族
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ナ
ィ
ー
は
分
誌
を
許
さ

ず
、
「
種
族
」
と
「
民
族
」

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
花
い
に
共
存
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

せ
い
ぜ
い
フ
ロ
イ
ス
が
一
ぶ
峻
し
た

よ
う
に
、
人
々
は
ド
イ
ツ
の
「
民
族
統
こ
を
「
穣
放
L

を
吸
収
や
滅
亡
す
る
ご
と
な
く
結
合
す
る
こ
と
と
と
ら
え
た

し
か
し

ナ
チ

ス
は
プ
ロ
イ
ス
と
ワ
イ
マ
!
ル
憲
法
仁
代
去
さ
れ
る
彼
の
忠
知
の
巡
産
仁
反
対
す
る
方
向
を
と
っ
て
お
り
、

ゆ
え
仁

l

和
族
」
は
彼
ら
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
l
A
問
題
と
な
っ
た
c

ナ
チ
ス
の
単
一
主
義
は
「
州
」

の
議
会
代
表
制
と
の
政
治
的
闘
争
の
、
そ
し
て
次
第
に
「
州
」
そ
の

も
の
に
反
対
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
問
共
と
な
る
に
十
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
税
族
問
」

0) 

(
続
-
」
を
促
進
す
る
日
的
に
は
な
す

す
べ
も
な
か
っ
た
。
成
し
遂
げ
ら
れ
う
る
最
設
け
の
こ
と
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
妥
協
、
す
な
わ
ち
「
州
一
を
非
政
治
化
し
、
「
税
族
」
を
丈

白
川

化
の
「
主
一
れ
」
と
し
て
永
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
承
認
は
「
悼
族
」
の
異
質
さ
を
彼
ら
の
静
態
的

1

特
散
」
と

出
め
る
こ
と
を
一
不
峻
し
、
文
化
的
多
椋
性
を
え
け
入
れ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な
稀
族
の
文
化
問
の
乳
陳
の
潜
衣
性

を
必
要
と
し
た
c

ナ
チ
ス
党
は
、
因
習
的
に
「
種
放
」
の
居
住
地
と
考
え
ら
れ
て
き
た
領
土
と
種
族
自
身
の
組
織
的
な
分
割
地
一
ガ
ウ
エ
)

と
を
関
連
づ
け
る
こ
と
を
巡
び
、
「
鞍
族

τ

」
ヲ
り

ω

4

U

に
反
対
す
る
み
一
邦
主
義
の
要
素
が
川
び
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
町
)
同
{
戸



特
に
ユ
ダ
ヤ
人
や
ジ
プ
シ
ー
の

「
異
人
種
」

に
対
し
、

人
種
差
別
が
介
法
化
さ
れ
、

法
的
行
為
を
通
じ
制
裁
が
加
え
ら
れ
よ
う
と
し
た

と
き
問
題
が
汗
ヒ
し
て
き
た
。
統

a

さ
れ
た

「
ド
イ
ツ
民
族
」

と
さ
れ
る
も
の
が
人
種
的
統

A

性
を
持
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

「
異
人
種
」
が
産
別
さ
れ
殺
害
さ
れ
う
る
法
的
根
拠
が
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

t
t
 

当

M
A
M

ー
人
税
的
に
相
当

す
る
」

人
物
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
か
、
実
行
可
能
な
定
義
の
基
準
が
必
要
と
さ
れ
た
υ

」
の
問
題
は
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
グ
人
種
法
が
成
立

す
る
ワ
ロ
セ
ス
で
起
き
た
。

次
第
に
以
ド
の
よ
う
な
定
義
が
受
け
入
れ
ら
れ
た

人
科
的
に
相
当
す
る
」

の
は
、
「
ド
イ
ツ
日
比
放
の
血
を

定
め
る
人
間
仰
が
同
じ
あ
る
い
は
同
様
の
円
山
成
山
中
に
民
族
的
判
質
を
形
成
し
て
き
た
民
扶
の
メ
ン
バ
ー
を
い
う
コ

」
の
よ
う
な
民
肢
は
本

質
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
訟
と
、

異
な
っ
た
似
が
加
わ
ら
な
い
治
外
の
彼
ら
の
「
必
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
族
問
に
住
む
同
人
将
、
す

な
わ
ム
ノ
ユ
ダ
ヤ
人
は
ま
ず
排
除
さ
れ
る

こ
の
よ
う
な
規
定
が
示
唆
す
る
点
は
、
ド
イ
ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
稀
族
」

の
「
人
種
的
」
山
九
日
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
人
種
」
は

生
物
小
的
な
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
水
続
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
-Y
あ
る
の

〆-暗示、母、ノ
A

-

、

ー
し
ふ
'
h
A
U
J

げに

ナ
チ

ス
時
代
の
連
邦
主
義
は
人
税
的
作
物
学
に
そ
の
土
台
を
推
持
し
た
り

ナ
チ
ス
川
代
の
連
邦
主
義
と
人
語
倒
的
作
物
?
の
相
五
作
川
は

人
体
測
定
学
合
専
攻

L
、
イ
エ
ナ

ベ
ル
リ
ン
、

フ
ラ
イ
フ
ル
グ
の
大

(日
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学
教
投
で
、
形
白
人
阪
学
者
と
し
て
特
権
的
な
し
仏
場
に
あ
っ
た
ハ
ン
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ギ
ユ
ン
タ

l

へ一
H
i
z
h
H
U
J
1
1

一L
H
U
L
1
パ
、
ド
ー
十

J

J

i

一

一

J
A
F
j
i

料
験
主
義
的
な
研
究
者
で
は
な
い
の
だ
が
、

リ
y
ク
・
ギ
メ

l
ル
・
パ
!
ソ
ン
ス

ω
作
品
の
よ
う
な
、
過
去
の
人
知
小
山
な
ん
か
ら
被
の
情
報
を
収
集
し
、

の
出
版
物
に
明
示
的
に
現
れ
て
い
る

彼
自
身

ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ

i
や
フ
リ
i
デ

一
九
山
ト
紀
μ

松
一
紀
初
期

の
研
究
を
出
所
と
し
て
波
が
見
つ
け
出
し
た
も
髪
や
日

ω色
な
ど
の
問
題
と
彼
ら
の
成
果
と
を
結
び
つ
け
た

ギ
ユ
ン
タ

l
は
彼
の
人
休

測
定
学
と
そ
の
他
メ
モ
を
「
さ
ま
さ
ま
な
ト
イ
ツ
の
地
の
人
種
の
分
ゐ
)
と
い
う
以
卜
の
丈
に
ま
と
め
た
。

「
北
西
ド
イ
ツ
は
明
ら
か
に
北
心
系
に
制
す
る
長
身
で
聡
明
な
人
科
が
も
リ
と
も
な
す
/
く
集
中
す
る
地
域
で
あ
る

ド
イ
ツ
北
阿
部
は
身

長
会
じ
り
明
以
上
の
志
願
兵
が
も
っ
と
も
多
く
山
山
る
地
域
で
も
あ
る

北
川
ド
イ
ツ
か
ら
点
部

作j

市
阿
部
へ
行
く
と
、

北
方
系
人

般
の
剖
ム
口
は
着
実
に
減
少
し
、

ベ
ル
ギ
ー
の
ワ
ロ
ン
地
方
は
す
で
に
東
方
系
人
種
が
広
が
る
地
域
と
な
る
、
小
泉
方
で
は
、

ユニ
jレ
J又

ザ、

レ

川
が
交
わ
る
と
こ
ろ
で
北
万
系
人
科
の
出
川
行
な
減
少
が
見
ら
れ
る
。
南
部
で
は
マ
イ
ン
川
の
南
で
北
方
系
の
血
は
減
少
す
る

し
か
し
、

ん
上
般
的
に
パ
ル
ト
海
南
の
沿
岸
地
花
を
除
ノ
¥
マ
イ
ン
川
の
南
の
地
域

お
そ
ら
く
以
ブ
ロ
シ
ャ
も
、

閉

そ
こ
は
も
は
や
北
方
系
の
血
の
集
中
性
は
見
ら
れ
な
い
が
多
か
れ
少
な
か
れ
北
方
系
の
血
の
影
響
は
強
く
受
け
て
い
る

J
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ギ
ユ
ン
タ
l
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
人
徳
」

の
分
布
を
当
時
の
地
地
学
的
な
用
語
で
説
明
し
た

彼
は
間
住
民
グ
ル
ー
プ
を
時
に
は
定

住
者
の
グ
ル
ー
プ
と
い
い
ま
た
別
に
は
移
住
民
と
述
、
ペ
た
。
も
し
彼
が
そ
の
記
述
を
読
者
に
い
お
じ
て
ほ
し
い
と
望
む
な
ら
、
ド
イ
ツ
「
民

族
」
と
は
主
阪
に
は

「
人
種
」

の
寄
せ
集
め
た
LJ)

い
う
結
論
に
読
苦
が
述
す
み
こ
と
を
妨
げ
る
の
は
洲
難
で
あ
み

し
が
た
つ
て
、

ギ
ニL

ン
タ
!
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
人
種
」

分
布
の
記
述
は
今
物
学
的
七
実
と
い
わ
れ
る
も
の
か
ら
そ
の
よ
、
つ
な
多
種
類
き
が
引
き
山
さ
れ
る

4 
、7

「
民
欣
」

の
多
様
性
を
つ
け
加
え
る
と
い
う
副
作
用
的
な
結
山
本
を
と
も
な
っ
た

さ
ら
に
、
ギ
ユ
ン
タ
!
は
彼
の
人
体
側
主
干
の
指
標
と
地
方
の
汗
慣
の
風
説
ヤ
ム
〈
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ェ
口
語
の
分
衡
と
い
っ
た
文
化

的
な
特
徴
と
を
混
M
L
-
¥
い
た
。
こ
の
よ
う
な
手
法
の
緒
川
市
は
、

バ
ラ
テ
ィ
、
不

i
ト
住
民
(
い
わ
ゆ
ゐ
「
ラ
イ
シ
・
ブ
ラ
ン
コ
ニ
ア
人
工

に
問
ト
刊
の
羽

F

ハ
悩
か
ら
の
次
の
よ
う
な
引
用
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
な
、
「
民
族
的
特
般
」
の
奇
妙
な
で
っ
ち
|
げ
で
あ
っ
た

ギ
ユ
ン

タ
ー
が
ヴ
て

ω
制
祭

ω
基
礎
に
お
い
て
い
た
の
は

九
世
紀
の
民
俗
悟
史
小
む
で
あ
り
、

社
会
改
本
派
の
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
イ
ン
リ
ツ

ヒ
・
リ
l
ル
の
研
究
で
点
っ
た

寸リ
i
ル
は
こ
の
一
フ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
人
を
激

L
や
す
く
、
経
帯
、
制
八
髭
し
や
す
く
、
お

L
P
べ
り
で
好
奇
心
が
強
く
川
仰
が
い
い

と
記
述
し
て
お
り
、
こ
れ
は
西
方
の
影
鮮
を
か
な
り
明
内
に
ボ
L
-
l
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
影
響
が
人
純
生
物
学
的
デ
!
?
し
さ
ほ
ど

明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
ト
イ
ツ
地
方
で
は
純
粋
な
州
方
人
は
ま
れ
ポ
、
あ
る
が
。
束
バ
ル
ト
的
な
東
の
山
が
混
じ
り
、
デ
ィ
ナ
ル
の
市
東
部

ド
イ
ツ
語
閣
の
よ
う
に
、

パ
ラ
テ
イ
ネ
!
ト
は
車
問
的
な
深
刻
な
出
傷
を
か
な
り
の
頻
度
を
持
っ
て
加
え
ら
れ
た
c

同
凶
作
に
、
「
ク
ロ
イ

ツ
ナ
ソ
ハ
の
殺
存
者
」

(
こ
の
地
に
多
く
畑
地
こ
る
致
命
傷
の
争
い
の
た
め
」
や

り3
 

と
い
っ
た
一
一
九
い
川
し
は
阿
ト
々
の
彰
響
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
」

ラ
テ
ィ
、
不
の
密
告
者
」
(
午
一
き
H

止
さ
と
し
た
日
数
の
多

さ
の
た
め

ギ
ユ
ン
タ

i
の
結
論
で
は
「
人
種
」
と
は
身
体
の
サ
イ
ズ
や

E
安
、
け
の
己
と
い
っ
た
肉
体
的
な
特
敵
、

'1ft 
や

'1ft 
背

犯
罪

」
ノ
チ
ス
ド
イ
ツ
仁
心
け
る
伝
統

i
点
的
波
川
i
r
A川
ワ
一
ナ
f
カ
ル
な
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ム
一
ク
ブ
イ
ン
シ
ー
、
ゾ
ト



払
波
法
政
策

-
J
1
6
0
1
6

仁
日
三
九
九
九

ヤ
は
か
げ
た
表
札
に
い
た
る
す
げ
て
の
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

も
し

つ
の
要
素
そ
つ
き
と
め
る
の
が
附
呼
ー
と
な
れ
ば
、

そ
れ
は
行
易
に
別
の
要
素
に
お
き
か
え
ら
れ
た
。

'̂ 
)レ
ギ

。)

「ボト

ZmL
ワ
ロ
ン
人
に
何
か
神
秘
的
な
も
の
を
見
い
だ
す

方
、
り
で

の
ぷ
方
近
隣
の
パ
一
ブ
テ
イ
ネ
l
ト
は
強
く
「
州
方
」
の
流
れ
を
く
む
と
さ
れ
て
い
る

そ
の
よ
う
な
で
ア
ら
上
げ
を
深
刻
に
三
け
と
め
る

と
す
れ
ば
(
保
論
、
そ
ん
な
こ
と
は
不
可
能
だ
が
)
、
多
く
の
移
住
が
生
じ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
神
聖
な
「
ド
イ
ツ
民
族
」
の
「
純
血
税
」

を
あ
や
う
く
し
た
と
柏
崎
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
ギ
ユ
ン
タ
ー
は
こ
の
点
を
ス
イ
ス
に
つ
い
て
の
ぷ
述
で
明
ら
か
に
し
て
い
る

一
ウ
ン
テ
ル
ヴ
ア
ル
デ
ン
で
は
比
較
的
古
川
レ
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
長
身
で
金
安
の
人
々
が
開
著
で
あ
る

な
ぜ
な
ら
、
シ
ラ
!
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
テ
ル
に
記
日
制
さ
れ
て
い
る
ウ
、
〆
一
ア
ル
ヴ
ナ
ル
デ
ン
の
杉
作
伝
説
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
を
こ

ω
倭
肢
の
最
初
の
家
と
名
付
け
て
い

る

対
照
的
に
フ
ィ
ル
ヒ
ョ

l
の
児
中
の
調
査
は
、

ス
イ
ス
で
は
金
髪
の
者
が

Y
均

五
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
結
果
を
出
し
た
」

い
う
ま
で
も
な
く
ギ
エ
ン
タ
ー
の
拾
は
は
不
適
切
な
混
什
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
人
類
学
デ
l
夕
、
ャ
明
怖
で
な
い
言
葉
や
八
世
紀

の
戯
曲
の
本
、

111: 
0) 

fi兎

一
九
析
紀

ωト
い
承
上
の
観
祭
や
約
百
、

毛
髪
や
日
の
色
の
話
か
ら
引
き
州
L
た
寄
せ
集
め
を
、
し
げ
二
川
さ
れ

た
議
論
に
組
み
し

ι、
る
よ
と
は
単
に

E

小
川
施
だ
か
ら
で
あ
る

し
か
し
、
問
題
は
ナ
チ
ス
時
代
を
通
じ
、
そ
の
よ
う
な
が
ら
く
た
が
表
面
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義
を
統
合
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
点
を
依
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

述
邦
主
義
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
令
ナ
シ
ョ
?
リ
ど
ム
の
統
合
が
生
じ
た
と
い
う
九
州
拠
は
、

九
世
紀
の
別
の
作
家
で
あ
り

日
以
ユ
ダ
ヤ
主
義

の
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
者
で
あ
り
、
時
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
統
一
主
義
の
え
比
円
で
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
に
よ
っ
て
提
供

さ
れ
る
。
多
作
の
来
日
き
手
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
問
題
に
つ
い
て

ト
ー
冊
以
上
の
本
を
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
冊
が

連
邦
主
義
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た

ブ
ラ
シ
ツ
は
当
時
台
頭
し
つ
つ
あ
プ
た
必
ト
ヘ
川
口
シ
ア
と
米
国
が
結
合
し
た
力
を
段
成
と
感
じ
て

~、

_jコ
i) 

連
邦
主
義
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
同
結
で
き
る
核
と
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
ァ
ω
と
拙
い
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ツ
は

辿
郎
、
七
み
な
し
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
つ
の
む
快
か
ら
別
の
危
機
へ
と
転
落
し
、
兵
士
は
司
町
、
剤
、
飢
れ
ん
が
と
獲
得
し
た
も
の
の
こ
と
で
日
前
す
み
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
い
い
じ
て
い

フ
ラ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
「
ド
イ
ツ
帝
悶
」
は
連
邦
主
義
的
政
治
単
位
の
原
型
で
あ
っ
た
し

械
は
そ
れ
を
同
家
と
定
義
す
る
の
を
相
ん
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だ
。
)
、
ま
た
正
し
く
そ
う
で
な
け
れ
ば
ら
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
は
連
邦
主
義
的
憲
法
以
外
の
何
か
で
あ
り
え
る
し
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ゆ
え
に
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
統
一
す
る
連
邦
憲
法
を
上
位
に
お
く
た
め
の
卓
越
し
た
代
理
人
と
し
て
行
動

す
る
こ
と
に
選
ば
れ
た
。
フ
ラ
ン
ツ
は
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
の
長
は
対
外
的
な
競
争
相
手
や
敵
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
救
う
救
世
者
で
あ
る
と

二
苅
)

し
た
d

ナ
チ
ス
の
思
想
家
た
ち
は
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
が
連
邦
憲
法
な
し
に
存
在
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
フ
ブ
ン
ツ
の
主
張
に
対
し
て
敵

対
的
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
の
指
導
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
邪
悪
な
敵
か
ら
救
う
任
務
を
謀
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
彼
を
賞
賛

し
た
。「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
世
界
大
戦
間
お
よ
び
そ
の
後
危
険
な
ま
で
に
近
づ
い
た
混
沌
の
中
に
沈
没
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
、
た
だ
民
族

社
会
主
義
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
に
負
っ
て
い
る
。
そ
の
両
者
は
と
も
に
ユ
ダ
ヤ
人
自
由
主
義
者
i
マ
ル
ク
ス
主
義

者
に
よ
る
破
壊
の
毒
に
対
す
る
、
真
の
民
族
社
会
秩
序
の
防
墜
を
打
ち
立
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
的
な
復
興
の
刺
激

と
基
礎
を
提
供
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
」

か
く
し
て
、

フ
ラ
ン
ツ
は
そ
の
作
品
が
ナ
チ
ス
が
ド
イ
ツ
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
と
っ
て
き
で
あ
る
と
い
う
議
論

を
支
持
す
る
際
に
例
証
と
な
る
作
家
と
し
て
便
利
で
あ
っ
た
が
、
ナ
チ
ス
は
ド
イ
ツ
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
連
邦
主
義
を
憲
法
原
則
の

(
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シ
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導
き
手
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
連
邦
主
義
は
ナ
チ
ス
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
障
害
と
な
り
続
け
た
し
、
そ

れ
は
ナ
チ
ス
の
単
て
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。

要
す
る
に
そ
の
内
在
的
人
種
主
義
が
、
「
民
族
国
家
」
と
し
て
の
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
下
部
に
あ
る
地
域
レ
ベ
ル
の
多
様
性
を
制
刺
激
す
る

が
ゆ
え
に
、
ナ
チ
ス
党
に
よ
っ
て
唱
道
さ
れ
た
単
一
主
義
は
自
己
破
壊
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
急
所
の
実
際
の
結
果
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
半
に
つ
く
ら
れ
た
戦
争
の
災
難
と
と
も
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
災
難
の
一
連
の
結
果
は
、
帝
国
政
府
の
下
部
行
政

制
度
に
対
す
る
政
治
お
よ
び
行
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
財
政
的
な
資
力
と
権
限
の
相
対
的
な
衰
退
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
中
の
戦
闘

の
敗
退
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
対
外
的
な
圧
力
の
下
で
、
連
邦
主
義
は
そ
の
政
治
的
意
義
を
取
り
戻
し
て
い
っ
。
か
く
し
て
、

九

四
二
年
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
不
足
が
国
内
経
済
に
影
ざ
し
は
じ
め
、
一
九
四
三
年
ま
で
に
は
帝
国
政
府
の
排
他
的
な
監
視
の
下
で
も
は
や
食
糧
、

ム朗」

石
炭
、
薪
は
正
規
に
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
に
対
応
し
、
地
域
の
行
政
当
局
は
帝
国
政
府
の
監
視
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
足
柳
を
揺
る
め
よ
う
と
し
、
地
域
お
よ
び
「
州
」
レ
ベ
ル
で
の
地
方
行
政
の
自
治
権
の
強
化
を
提
言
し
た
。
彼
ら
の
議
論
は
、
ま

ず
第
一
に
地
域
レ
ベ
ル
で
は
帝
国
政
府
と
地
方
自
治
政
府
の
制
度
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
多
頭
政
治
の
権
力
が
存
在
し
た
。
第

二
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
当
局
聞
の
競
争
は
今
ま
で
い
ず
れ
か
の
タ
イ
プ
の
当
局
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
権
限
の
離
合
あ
る
い
は
明
確

な
分
権
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
、
第
三
に
提
一
一
一
目
さ
れ
た
行
政
実
務
の
単
純
化
は
費
用
を
削
減
し
人
員
を
戦
線
に
送
る
た
め
に
必
要
で
あ
る

一
曲
)

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
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顕
著
に
も
、

」
の
提
一
バ
は
可
能
な
ら
ば
い
つ
で
も
地
ト
ク
什
治
政
府
の
制
度
は
滑
川
政
府
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
斗
局
よ
り
も
優
位
に

立
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
勧
苫
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る

こ
の
勧
行
を
支
持
す
る
た
め
の
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
あ
げ
ら
れ
た
。
第

地
方
山
口
約
政
府
山
制
度
は
滑
川
州
政
的
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
そ
の
競
争
相
手
よ
り
も
通
常
大
規
模
で
あ
る
。

第
二
に
帝
刊
政
府
は

す
で
に
地
方
向
治
政
府
制
z

岐
に
い
く
つ
か
ら
の
任
務
を
割
り
当
て
て
い
る
。

第
a

二
に
地
方
自
治
政
府
の
公
務
員
は
、

緊
急
の
決
定
が
要
求

さ
れ
る
と
き
は
常
に
自
主
的
か
っ
込
速
に
決
定
を
卜
す
リ
ス
ク
を
負
〉
一
て
お
り
、
ま
た
ぞ
の
資
質
が
あ
る
が
、
帝
国
政
府
の
コ
ン
ト
ロ

l

ル
下
に
あ
る
説
争
相
手
は
ー
か
ら
の
命
令
以
外
の
行
動
を
す
る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
~
こ
の
よ
う
な
理
由
が
、

単
一
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

山
川
孟
耐
ド
で
、
行
政
組
織
の
蓮
捷
一
パ
は
政
府
の
市
民
行
政
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
草
案
が
糾
ら
れ
、
こ
の
特
定
の
釦
械
に
の
み
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
川
提
案
は
は
る
か
に
訟
い
資
金
市
川
口
抗
争
か
方
で
政
府
山
行
政
当
日
切
に
地
ト
々
で
い
中
や
党
行
政
に
存
配
し
た
と
い
う

事
実
に
何
ら
二
三
口
改
す
り
?
し
の
で
は
な
か
っ
た

中
F
式
的
阪
則
が
料
広
い
?
必
出
性
を
発
村

L
、
え
れ
政
上

ω許
可
を
作
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

スヤ

l
リ
シ
ケ
ラ

i
ド
に
お
け
る
ド
イ
ツ
敗
戦
の
数
週
間
以
内
に
な
さ
れ
た
こ
の
提
言
は
秘
密
禅
に
さ
れ
て
お
り
、
公
的
に
実
効
き
れ

¥
い
た
兆
候
な
な
い

し
か
し
、

実
際
に
お

次
世
界
大
戦
の
目
以
後
の
れ
引
間
に
そ
れ
に
代
わ
ゐ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
り
た
。

ぞ
れ
h
v

'
j
h
 

」
ヤ
」
、

〆
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